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   令和８年度 事業計画（素案） 

 

○令和８年度事業方針（基本的な考え方） 

 

 公益社団法人としての高い倫理性に基づき、社会的信用を高めながら、岡山県の文

化力向上のための良きグランドキーパーとして、次の項目を進め、岡山県の文化の振

興を図る。 

 また、本年度から第５期指定管理が始まることから、業務執行体制を整備し、連盟

の一層の充実・強化を図る。 

  

（１）連盟がもつ県全域にわたる文化・芸術関係のネットワークを活用した様々な文

化活動を展開し、文化力による社会の活性化を図る。 

 

（２）連盟会員等による文化芸術人材バンクを活用し、子どもたちに本物の文化体験

を提供して豊かな心と感性を育み、次代の文化の担い手を育成する。 

 

（３）県内の文化・芸術活動を支援する専門人材の育成や人的ネットワークの強化、

地域文化の掘り起こしなどの役割を果たす機能として設置した「おかやま文化芸

術アソシエイツ」のさらなる充実を図りながら、おかやま県民文化祭も含む各種

事業を実施するとともに、文化を生かした地域的・社会的課題への取組を通じて、

だれもが参画できる文化・芸術活動を支援する。 

 

（４）指定管理者となっている天神山文化プラザにおいても、「おかやま文化芸術ア

ソシエイツ」機能を活用するとともに、これまでのノウハウや専門性を活かし、

県内で文化芸術に携わる団体や個人の文化活動の一層の活性化とサポートに努

める。 
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１ 文化人材バンク「おかやま子どもみらい塾」【事業費 6,080 千円】 

・・・定款第 4 条(１)芸術文化の普及振興に該

当 

  ○学校出前講座の開催（県委託事業、(公財)福武教育文化振興財団助成） 

  ・募集：３～５月、選考委員会：５月末 

  ・事業実施：６～２月 

・登録講師：１９０名 

・派遣分野：合唱、作文、俳句、話し方、茶道、華道、水墨画、狂言等 

・事業評価：事業の社会的効果やプログラムの向上などを目指した評価を検討 

 

２ 県民文化祭【県民文化祭実行委員会事業】 

・・・定款第 4 条(１)芸術文化の普及振興及び 

(３)芸術文化団体との連携及び育成に該当 

（１）「これがＯＫＡＹＡＭＡ！プログラム」の推進 

   「おかやま文化芸術アソシエイツ」のプログラム・コーディネーター 

金孝妍氏、橋本誠氏の協力により、各地の文化資源を調査発掘した事業を取 

り入れる。 

（２）３県民局ごとに実施する「文化がまちにある！プログラム」開催への支援 

（３）「君たちの未来へ！プログラム」（助成上限３００千円） 

   ・正会員である県レベル文化団体が次世代育成強化に取り組む事業への支援 

（４）「元気にチャレンジ！プログラム」 

（文化パワーアップ・アクション助成事業２/３助成、上限３００千円） 

・文化・芸術を生かした地域的・社会的課題への対応を通じて、“新たな価値”

の創造を目指す事業・活動で、次のいずれかに当てはまるものを支援 

① 将来の文化を担う次世代を育成・強化する事業等 

   ② 地域の文化・資源を生かして地域を元気にする文化事業等 

（５）第６１回岡山県文学選奨の募集：県民の文芸創作活動奨励 

 

３ 文化芸術アソシエイツ事業【事業費 5,461 千円】 

・・・定款第 4 条(１)芸術文化の普及振興に該当 

  当連盟が持っている既存のネットワークを生かし、地域文化をかたちづくる人や

資源、歴史を再認識し、地域の未来を見据えた新たな価値の創造や、多様な分野の
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人々の共生をめざして事業を実施する。 

 

（１）おかやま県民文化祭「これがＯＫＡＹＡＭＡ！プログラム」での企画･運営 

（２）「文化芸術交流実験室」実施（分野横断的な交流のプラットフォーム形成） 

（３）多様な文化芸術活動の相談受付・支援体制の充実強化 

（４）文化人材育成研修会等の開催 

（５）公式 YouTubeチャンネルの運用・ＰＲ 

（６）県内アーティスト等を紹介するポータルサイト「マイニング岡山」の活用 

（７）文化芸術事業の評価について、調査対象・手法など検討 

（８）全国アーツカウンシル･ネットワークミーティング 

 
４ その他各種芸術・文化事業の実施【事業費 1,100 千円】 

・・・定款第 4 条(２)各種芸術事業の実施に該当 

（１）自主・受託・支援事業の展開  

① 「文化のつどい」開催 

・文化・芸術講演会等の開催（おかやま文化芸術アソシエイツ事業との連携） 

② 中山間地域の魅力発信事業の開催  

・吉備中央町への移住促進を目的として、高原住区内外からにぎわい創出のた

めの音楽イベントを定期開催（岡山県中山間地域振興課委託事業） 

           

（２）情報発信機能の充実等 

①機関誌「さんび」の編集・発行（年２回、各２，０００部） 

②ホームページ情報発信機能の充実（動画サイトや SNS 等連動） 

③後援名義等の貸与、各文化団体の相談への対応等 

④岡山県の移住促進や観光部門と連携した文化情報の発信 

⑤岡山県地域部活動推進委員会 

 

５ 岡山県天神山文化プラザの管理運営 

・・・定款第 4 条(５)芸術文化施設等の管理運営に該当 

＜指定管理期間：令和８年４月１日～令和１３年３月３１日（５年間）＞ 

（１）貸館事業【事業費 51,075千円】 

・展示室（５室）、ホール、練習室（５室）、会議室（２室）の貸出、施設の維持
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管理業務 

（２）自主企画事業【事業費 3,500千円】 

・展示室、ホール等を活用する自主企画事業開催（詳細別紙のとおり） 

・企画委員会（展示部会･ホール部会）の開催 

 

（３）文化情報センター事業【事業費 2,609千円】 

・県内文化団体や事業の情報収集及び公開 

・広報誌「天神山だより」の発行：６回(偶数月)各４，０００部 

・前川國男建築としての魅力向上を図る情報発信 

 

６ 法人の運営（今後の予定） 

（１）総 会：６月１６日(火) 

（２）理事会：５月１９日(火)､６月１６日(火)､１０月中～下旬、及び３月下旬 

（３）幹事会：２月上旬  
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令和８年度天神山文化プラザ自主企画事業 

 

令和 8 年度からの天神山文化プラザの指定管理について、企画事業に関する仕様が

全面的に見直しとなったことから、新しい仕様書及び仕様明細書の取組方針に従い、

以下の２つのプログラムに即した事業を実施します。 

 

・広く県民が親しみ参加できるプログラム 

・将来の岡山の文化芸術の担い手育成につながるプログラム 

 

なお、事業の企画提案に関しては、文化関係の業務経験が豊富で文化情報等に精通

したプログラム・コーディネーターを専門家枠として配置し、文化連盟の事業統括責

任者と密に連絡を取りながら、「第４次晴れの国おかやま生き活きプラン」及び「おか

やま文化振興ビジョン（2018～2028）2025 改訂版」において、文化連盟に期待された

役割を果たしつつ、独自性、話題性のある事業の提案に努めます。 

企画提案は、県有の公立文化施設で実施する事業の公益性、専門性に鑑み適切に人

選した有識者（文化団体、大学の文化芸術系学部、文化施設、文化関係公益法人、実

演アーティスト等）からなる企画委員会に諮り、承認を得て決定します。 

 

＜天プラ自主企画事業のスキーム＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

協議 

【企画委員会】 

・企画提案内容の承認 

【文化連盟事業統括責任者】 
・予算管理 
・関係法令チェック 
・文化連盟のビジョン・ミッショ

ンとの整合性チェック 
・県のプラン、ビジョンとの整合

性チェック 

【プログラム・コーディネーター】 
・企画提案（リサーチ含む） 
・制作責任者 
・進捗管理 

提案 
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（１）「天プラ‘s choice！！」（新規）※展示室、ホール共通事業 

広く県民に優れた展示企画や舞台公演などの鑑賞の機会を提供しつつ、天プラの特

性を生かして、普段、文化芸術への接点が乏しい層に対する訴求性と「０」⇒「１」

の文化芸術体験の機会を創出することに重点を置き、参加型、体験型で文化芸術の面

白さや奥深さに触れる事業を実施します。それにより、プラザを訪れたことのない潜

在的な来場者の掘り起こしを図り、広く県民に愛される身近な文化芸術空間としての

認知度の向上を目指します。 
事業名 内容 

to R mansion presents 
「ベイビーシアター」（ホール） 
開催時期等 調整中  

世界で活躍するパフォーマンスカンパニー 

「to R mansion」を招聘し、0歳児から入れる体験

型のホール事業 

収蔵作品展 
  会場・会期未定  

（無料） 

天神山プラザの収蔵作品を紹介する展覧会 

「クラシックへのお誘い」 

＜前期＞  

・レコードコンサート 

 4/11、6/20、8/22、10/17、12/19 

 2/20 

・ワールドミュージック編 

 7/18、11/14 

（無料）  

誰もが知っている名曲から知られざる名曲まで、ア

ナログレコード（SP／LP）で楽しんでいただく連続企

画。 

ナビゲーター：行正健志（LP 担当） 

富松重勝（SP 担当） 

日本名作映画観賞会 

日時未定 

（有料） 

国立映画アーカイブのフィルムを借用しての上映

会を開催 

文化庁優秀映画鑑賞推進事業 

 

（２）「天プラ・パワーアップ・シアター（ホール）、天プラ・パワーアップ・エキ

シ 

ビジョン（展示室）／インキュベーション部門、地域文化創造支援部門」（公募・新

規） 

 土曜劇場、天プラ・セレクション、企画提案事業の後継事業。天プラで自らの表現

を試してみたい、発表してみたいが、まだプラザにアクセスできていない層に確実に

ターゲットを広げ、「天プラを無償で提供する」ことにより、地域における様々な表現
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活動の支援に寄与すると広く認知される事業内容に刷新します。プログラム・コーデ

ィネーターを中心とした内部審査体制を新たに整え、採択基準としてはホール、展示

室ともに「天プラで何を実現したいのか」を重視します。サポートとステップアップ

に重点を置き、計画段階からの伴走支援を基本として事前相談必須、通年募集としま

す。2部門に分けて募集し、若年層や次世代の実演家、表現者を対象とした「インキ

ュベーション部門」と、伝統文化の継承者やインクルーシブな活動を行う団体などを

対象に地域の文化・資源を生かして新たな価値を創造する「地域文化創造支援部門」

の２部門を設置。なお、毎年実施する演奏会・公演・展示・展覧会等で、演目やテー

マ、ゲストの変更のみの場合には原則として採択しません。 

事業名 内容 

インキュベーション部門 vol.1 

渡邉操展 

開催時期等 調整中 

（無料） 

岡山県立大学 デザイン学部准教授 

織を基本としたテキスタイル作品を展示 

 

（３）「天プラ講座 基本の『き』」、「天プラ講座 基本の『基』」（新規）※展示室、

ホール、会議室、練習室共通 

展示室、ホール、会議室、練習室を活用した講座シリーズで、地域で作品創作や表現

活動を行う人たちのためになる講座を展開していきます。初心者向けの「基本の『き』」

シリーズでは、その後の長い表現活動を支え豊かなものとするために、基礎をきちん

と学ぶ機会を設けます。ある程度活動歴のあるアマチュア層向けの「基本の『基』」シ

リーズ」では、改めて基礎や出発点に立ち戻りつつ、己の表現活動をブラッシュアッ

プするためのヒントを得られる機会を目指します。講師は、岡山県文化連盟の正会員

である県レベルの分野別文化団体、プログラム・コーディネーターやおかやま文化芸

術アソシエイツのネットワークなどから選定し、講座のクオリティ、参加者の満足度

ともに高いレベルを担保します。 
事業名 内容 

舞台技術講座 
夏休み中、未定 

（有料） 

  初心者から経験者まで、舞台照明・音響のしくみを

学ぶ実践型講座。             
 講師：未定  
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（４）「夏休み！文化体験大集合！！」「冬休み！文化体験大集合！！」（新規）※展

示室、ホール、会議室、練習室共通 

令和７年度に、文化連盟設立20周年の記念事業として実施し、大変好評をいただい

た事業のシリーズ化を目指します。ＳＮＳの活用で全講座満席となる盛況ぶりでした。

県内の公立小中学校で年間約150件実施している文化連盟の代表的な事業「学校出前

講座」のノウハウを丸ごと天プラver.に落とし込み、文化芸術の様々な体験を夏休み、

冬休み期間中に親子で体験できます。アウトリーチ型の学校出前講座では、子どもた

ちは学校が選んだ分野の講座しか受講できませんが、天プラでは好きな講座を選ぶこ

とができるのが最大の魅力です。講師は、文化連盟の正会員である県レベルの分野別

文化団体、プログラム・コーディネーターやおかやま文化芸術アソシエイツのネット

ワークなどから選定し、講座のクオリティ、参加者の満足度ともに高いレベルを担保

します。 

 

（５）「アートマネジメント研修」（新規） 

現在、おかやま文化芸術アソシエイツが福武教育文化振興財団と共催で実施してお

り、県内の文化関係公益法人（助成団体や美術館、劇場、ホールなどを持つ法人）や

公立文化施設で働く職員を対象に、アートマネジメントに関する著名な講師を県内外

から招聘し、旬の話題を提供いただくことで地域の文化芸術を支える側のポテンシャ

ルを高め、地域文化専門職の確立を目指しています。講座は広く一般にも開いており、

オンライン（アーカイブを文化連盟の公式 YouTube チャンネル  OKAYAMA 

CULTURE V で公開）でも視聴できるので県内外から多くの受講があります。プラザ

は岡山市中心部のカルチャーゾーンに位置しアクセスもよく、ホール系の公立文化施

設協会と美術館系の博物館協議会両方に加盟していて、オンラインの配信環境も整っ

ていることから、地域文化の拠点として、働く側を支えるアートマネジメント研修を

実施したいと考えます。 

 


